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あの海を、取り戻す。
10 年ぶりの「安波津野神社例大祭」（平成 28 年 11 月３日）

詳細はＰ８～９
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あ
の
海
を
︑
取
り
戻
す
︒

　
　
島
沖
は
親
潮
と
黒
潮
が
混
じ
り
合
い
、

　
　
比
較
的
浅
い
緩
斜
面
で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

が
多
く
発
生
す
る
た
め
、
と
て
も
豊
か
な
漁

場
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
新
地
町
内
の
貝
塚
か
ら
ア
サ
リ
な
ど
の
貝

類
や
マ
グ
ロ
、
ス
ズ
キ
の
骨
、
さ
ら
に
漁
具

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
と
お

り
、
こ
の
地
域
の
人
々
は
古
く
か
ら
海
の
恩

恵
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

の
影
響
に
よ
り
福
島
の
漁
業
は
試
験
操
業
と

い
う
形
で
行
わ
れ
、
本
格
操
業
へ
の
目
処
が

た
っ
て
い
な
い
現
状
で
す
。
ま
た
、
福
島
の

農
水
産
物
が
一
部
消
費
者
に
快
く
受
け
入
れ

て
も
ら
え
な
い
風
評
被
害
が
根
強
く
残
っ
て

い
る
な
ど
、
震
災
前
の
よ
う
な
状
況
ま
で
に

は
課
題
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

特
集

福
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は
課
題
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

三貫地貝塚から出土した昔の漁具
釣り針（左）と銛（右）

　
こ
の
よ
う
な
現

状
を
打
開
し
、
震

災
前
の
海
を
取
り

戻
す
た
め
の
取
り

組
み
が
漁
業
関
係

者
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
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×

福
島
の
海
は
今
―
―

pick up みんなが集い、笑顔になれる砂浜に！！

しんちビーチク隊！

　

東
日
本
大
震
災
で

　
　
　
　
　

一
変
し
た
海

　

東
日
本
大
震
災
の
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
当
時
、
福

島
の
海
と
い
え
ば
「
汚
染
水
漏

え
い
問
題
」
や
「
漁
の
操
業
自

粛
」
な
ど
、
毎
日
の
よ
う
に
新

聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
５
年
９
か
月
が
経

過
し
海
の
放
射
線
量
に
つ
い
て

の
報
道
も
目
に
す
る
こ
と
が
少

な
く
な
っ
て
き
た
今
、
福
島
の

海
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

海
の
放
射
線
量
は
？

　

福
島
県
で
は
、
沿
岸
部
の
海

域
や
漁
港
な
ど
の
海
水
・
海
底

土
を
採
取
し
放
射
性
物
質
の
分

析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
は

２
０
１
１
年
５
月
に
開
始
し
、

原
則
と
し
て
毎
月
行
っ
て
い
ま

す
。

　

海
水
の
調
査
は
、
県
内
漁
場

や
漁
港
な
ど
計
31
地
点
で
行
っ

て
い
ま
す
。
事
故
直
後
は
多
く

の
地
点
で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が

検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
急
速
に

濃
度
が
低
下
し
、
不
検
出
（
検

出
下
限
値
：
約
１
Bq
／
Ｌ
）
と

な
る
地
点
が
徐
々
に
増
加
し
ま

し
た
。
２
０
１
２
年
４
月
以
降

は
全
て
の
地
点
で
不
検
出
が
継

続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
地

町
の
漁
場
で
は
２
０
１
１
年
の

９
月
以
降
、
不
検
出
に
な
っ
て

い
ま
す
。︻
グ
ラ
フ
１
︼

　

海
底
土
の
調
査
は
県
内
の
沿

岸
部
、
水
深
別
に
計
58
地
点
で

行
っ
て
ま
す
。
事
故
直
後
は

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
１
，

０
０
０
Bq
／
kg
を
超
過
す
る
地

点
も
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
短
期

間
で
数
十
～
数
百
Bq
ま
で
低
下

し
、
そ
の
後
も
緩
や
か
な
低
下

傾
向
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
を
基
準
と
し

て
北
側
の
海
域
は
低
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
北
側
の
海
域
で
は

10 

Bq
未
満
と
な
る
地
点
も
多

く
、
事
故
前
の
濃
度
に
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。︻
グ
ラ
フ
２
︼

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
で
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染

水
が
漏
え
い
し
た
福
島
の
海
。
震
災
か
ら
５
年
９
か
月
、
新
地

町
の
海
は
安
全
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　震災の津波で海へ流されたガレキやゴミ
は、現在でも浜へ押し返されることがありま
す。しんちビーチク隊では、流れ着いたゴミ
などのクリーン活動を毎月行っています。
　「震災前のように裸足で走れる浜に戻した
い」という想いから数名で始まった活動。今
では、１回の活動で５０人を超える時もあり
ます。

新地の海を中心に活動中！
活 動 内 容：海岸清掃

開 催 頻 度：月一回

開 催 日：第４日曜日

新地沖（海底土）

100

200

300

400

500

沿岸距離
約２ｋｍ
水深 10 ｍ

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
合
計

︵
Bq
／
㎏
乾
泥
︶

2011 年
６月

2013 年
１月

2012 年
１月

2014 年
１月

2015 年
１月

11 月

【グラフ２】

新地町谷地小屋磯根漁場（海水）【グラフ１】

セシウム -137
セシウム -134

７月 ８月 10 月

2011 年９月以降
不検出

※ 2016 年８月現在

4.0

2.0

不検出

1.0

3.0

単
位  
海
水
：
Bq
／
Ｌ

2011 年６月 ９月
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新
地
の
海
で
生
き
る
。

　

本
格
操
業
を
自
粛

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波

被
害
で
相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組

合
新
地
地
区
所
属
の
17
隻
の
漁

船
が
流
出
し
た
も
の
の
、
沖
に

避
難
し
た
34
隻
の
船
は
被
害
を

免
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
漁
港
施
設
の
被
災

や
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
の
影
響
に
よ
り
県
内
沿
岸
部

の
操
業
は
、
水
揚
げ
対
象
魚
種

な
ど
が
制
限
さ
れ
た
試
験
操
業

を
除
き
、
自
粛
し
て
い
ま
す
。

現
在
市
場
に
流
通
し
て
い
る
福

島
県
産
と
表
示
さ
れ
て
い
る
水

産
物
は
、
漁
協
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
で
安
全
が
確
認
さ
れ

た
も
の
や
、
県
か
ら
遠
く
離
れ

た
海
域
で
漁
獲
さ
れ
、
県
内
漁

港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
後
、
放
射

性
物
質
の
検
査
を
受
け
て
安
全

が
確
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

限
ら
れ
た
魚
種
で
の
操
業

　

現
在
、
漁
師
と
県
が
協
力
し

て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
安
全
が

確
認
さ
れ
た
魚
介
類
を
選
定

し
、
小
規
模
な
操
業
と
販
売
を

行
い
、
流
通
先
の
確
保
と
出
荷

先
で
の
評
価
を
調
査
す
る
の
が

試
験
操
業
で
す
。
流
通
す
る
こ

と
で
福
島
の
魚
介
類
の
安
全
性

の
Ｐ
Ｒ
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
通
常
の
操
業
実
施

に
向
け
て
試
験
操
業
で
の
デ
ー

タ
を
蓄
積
す
る
と
と
も
に
対
象

　

漁
業
の
操
業
自
粛
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
、
新
地
町
の
漁

師
た
ち
は
一
日
で
も
早
く
震
災
以
前
の
よ
う
に
海
で
漁
が
で
き
る

よ
う
に
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

広報しんち H28.12.5（4）
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interview

topic!

種
、
漁
業
種
類
の
拡
大
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

教
育
支
援
や

　
　

風
評
被
害
払
拭
の
活
動
も

　

教
育
機
関
の
依
頼
に
よ
り
、

地
元
の
産
業
に
ふ
れ
、
伝
え
る

た
め
小
学
生
を
対
象
に
漁
師
の

方
を
講
師
と
し
た
授
業
や
漁
業

体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

で
シ
ラ
ス
な
ど
の
試
食
会
な
ど

行
い
福
島
の
海
産
物
の
安
全
性

の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

漁
再
開
に
向
け
設
備
も
再
建

　

沿
岸
部
に
住
ん
で
い
た
多
く

の
漁
業
者
や
水
産
加
工
業
者

　震災から５年９か月が経った今でも本格操業の目処が

たっていない状況ですが、関連施設の建設も始まり、徐々

　　　　に沿岸部の復興を感じています。　　　　　　　

　　　　　若い漁師も多く、震災後に漁師になった人もい

　　　　　ます。これからの漁業を担っていく若い漁師の

　　　　　　ためにも早急に施設を復旧し、漁ができて販

　　　　　　　売できる仕組みを残していきたいです。

新地の漁業は絶対に途絶えさせない。

　釣師浜漁港に建設する魚介類の荷捌き施設の工

事着工式が 11 月 1 日、現地で行われました。

　式では加藤町長が「漁業関係者が心待ちにして

いる施設。一日も早く本格操業ができ活気を取り

戻すように願って

います。」とあいさ

つし、漁業の復興

を願いました。

釣師浜漁港荷捌き施設 建設開始

は
、
船
や
漁
具
、
漁
具
を
収
め

る
漁
具
倉
庫
な
ど
が
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
地
震
・
津
波
の
被

害
を
受
け
た
漁
業
施
設
の
復

旧
・
復
興
の
た
め
復
興
交
付
金

等
を
活
用
し
漁
業
の
再
開
に
向

け
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

漁
具
倉
庫
は
平
成
28
年
３
月

に
３
棟
26
区
画
の
整
備
が
完
了

し
、
多
く
の
漁
業
者
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
荷
さ
ば

き
施
設
・
製
氷
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
も
11
月
１
日
に
工
事
着

工
式
が
行
わ
れ
、
建
設
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
戸
浜
地
内
に
は
、
民
間
事

業
者
に
助
成
し
釣
師
浜
漁
港
で

水
揚
げ
さ
れ
た
海
産
物
を
加
工

処
理
す
る
水
産
加
工
施
設
の
整

備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

たっていない状況ですが、関連施設の建設も始まり、徐々

　　　　に沿岸部の復興を感じています。　　　　　　　

　　　　　若い漁師も多く、震災後に漁師になった人もい

　　　　　ます。これからの漁業を担っていく若い漁師の

　　　　　　ためにも早急に施設を復旧し、漁ができて販

　　　　　　　売できる仕組みを残していきたいです。

相馬双葉漁業協同組合 新地地区代表
小野 重美さん（６９歳）

荷捌き施設、製氷施設

▲荷捌き施設及び製氷施設（完成イメージ）

▲漁具倉庫（平成 28 年３月完成）
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安
心
・
安
全
な
魚
介
類
を

　
　
　
　
　
　
　
届
け
る
た
め
に
。

　

厳
格
な
検
査
に
よ
る
選
定

　

県
で
は
漁
業
関
係
者
と
協
力

し
、
魚
介
類
の
放
射
能
へ
の
影

響
を
詳
細
に
調
べ
、
安
全
性
を

確
認
す
る
た
め
、
様
々
な
魚
種

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
毎
週
２
０
０
検

体
前
後
、
こ
れ
ま
で
に
３
８
，

０
０
０
件
以
上
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
検
査
結
果
に
基
づ
き
、

安
全
が
確
認
さ
れ
た
魚
介
類
か

ら
試
験
操
業
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

　

試
験
操
業
対
象
魚
は
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
結
果
で
、
国
の
食

品
安
全
基
準
値
で
あ
る
１
０
０

Bq
／
kg
を
安
定
し
て
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
魚
種
の
中
か
ら
選

定
し
ま
す
。︻
図
１
︼

　

相
双
漁
協
自
主
的
な
基
準
値

５
０
Bq
／
kg

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
、

国
で
定
め
て
い
る
水
産
物
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
基
準
値
は

１
０
０
Bq
／
kg
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
は
暫
定
基
準
値
５
０
０
Bq
／

kg 

が
適
用
）

　

こ
の
基
準
値
は
、
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物
質
に

よ
る
線
量
が
、
食
品
全
体
に
含

ま
れ
る
線
量
の
約
12
％
に
な
る

と
仮
定
し
、
福
島
第
一
原
発
事

故
で
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質

の
う
ち
、
内
部
被
ば
く
線
量
に

対
す
る
影
響
が
最
も
大
き
い
等

の
理
由
か
ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

を
代
表
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も

　

現
在
市
場
に
流
通
し
て
い
る
福
島
県
産
と
表
示
さ
れ
て
い

る
水
産
物
。
ど
の
よ
う
な
検
査
を
、
ど
の
く
ら
い
の
基
準
で

行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

の
で
す
。
仮
に
食
品
の
半
分
が

１
０
０
Bq
／
kg
の
放
射
性
物
質

を
含
ん
で
い
て
も
、
そ
れ
を
食

べ
続
け
た
場
合
に
追
加
的
に
受

け
る
１
年
間
の
線
量
が
０
．
９

mSv
以
下
と
な
る
よ
う
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
で

は
、
国
の
基
準
値
１
０
０
Bq
／

kg
に
対
し
、
50 

Bq
／
kg
を
自

主
基
準
と
し
て
定
め
て
い
ま

す
。
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
で

は
、
漁
協
に
よ
る
自
主
検
査
を

実
施
し
、
25 
Bq
／
kg
以
下
の

場
合
は
出
荷
し
ま
す
。
25 

Bq

／
kg 

超
の
場
合
は
、
県
に
よ

る
再
検
査
を
行
い
50 

Bq
／
kg

以
下
は
出
荷
し
、
50 

Bq
／
kg

超
は
出
荷
を
自
粛
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
よ
り
安
心
・
安
全

「試験操業」対象魚種選定の流れ

県が行うモニタリング検査で

対象種（候補）の安全性を確認

漁業者・流通業者の協議

地区試験操業検討委員会

地域漁業復興協議会

組合長会議

モニタリング検査結果か
ら対象魚種を選定、操業
や流通体制等の検討。

　試験操業は、段階を踏んで慎重に協議さ

れて実施されます。

相双、いわきの各検討委
員会で、計画について協
議し、地域の合意を図る。

漁業者代表、消費・流通
代表、有識者、行政機関
により、計画が協議。

計画の最終判断

漁協による自主検査
漁協の基準 50Bq/kg

（国の基準 100Bq/kg）

スクリーニング検査体制

出　荷

25Bq/kg
以下

25Bq/kg 超

県による再検査

50Bq/k 超

自　粛

50Bq/kg
以下

　【図１】

【図２】
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魚類　　　　　　６８種
アオメエソ、キアンコウなど

甲殻類　　　　　　８種
ケガニ、ズワイガニなど

イカ・タコ類　　　７種
スルメイカ、ヤリイカなど

貝類　　　　　　　９種
アワビ、ホッキガイなど

その他　　　　　　２種
オキナマコ、キタムラサキウニ

試験操業の対象種

試験操業の対象種拡大経過

な
水
産
物
の
出
荷
に
努
め
て
い

ま
す
。︻
図
２
︼

　

試
験
操
業
の
対
象
種

　

試
験
操
業
の
対
象
魚
種
は
、

平
成
24
年
６
月
に
ミ
ズ
ダ
コ
な

ど
の
３
種
類
か
ら
順
次
増
え
続

け
、
94
種
（
２
０
１
６
年
12
月

現
在
）
に
ま
で
拡
大
し
て
い
ま

す
。︻
図
３
︼

　

ま
た
、
試
験
操
業
で
捕
れ
た

魚
介
類
の
一
部
を
検
査
す
る
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
︻
図
４
︼

で
は
、
魚
以
外
の
甲
殻
類
、
イ

カ
・
タ
コ
類
、
貝
類
な
ど
は
、

ほ
と
ん
ど
が
不
検
出
（
下
限
値

10 

Bq
／
kg
程
度
）
で
す
。
魚

に
つ
い
て
は
、
若
干
の
数
値
が

出
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
検

査
で
計
れ
る
下
限
値
（
10 

Bq

／
kg
）
に
近
い
数
値
で
す
。
検

出
さ
れ
る
魚
介
類
は
、
事
故
当

時
に
生
存
し
直
接
汚
染
水
の
影

響
を
受
け
た
寿
命
の
長
い
魚
な

ど
で
、
海
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

濃
度
が
下
が
る
の
に
伴
い
魚
介

類
の
放
射
線
量
も
減
少
し
て
い

ま
す
。

放射性物質のスクリーニング検査による安全性の確認

検体の可食部を切り
身にする

切り身になった検体
を専用の容器に移す

漁協検査室

検査にかけられる
検査結果から安全性
を確認

水揚げされた後、

漁協に運ばれ魚

種ごとに検査

安全性を確認し

た上で仲業者に

引き渡し、県内

外へ出荷

３種

94 種

０

20

40

60

80

100

2012 年
6 月

2013 年 2014 年 2015 年 2016 年
6 月 6 月 6 月 6 月

【図３】

【図４】
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10
年
ぶ
り
の
例
大
祭

安
波
津
野
神
社
例
大
祭

豊
漁
と
海
の
安
全
を
願
い

　

海
上
の
安
全
と
豊
漁
を
祈
願
す
る
安
波
津
野
神

社
例
大
祭
が
11
月
３
日
、
釣
師
浜
漁
港
周
辺
で
10

年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
大
祭
は
漁
業
関
係
者
で
つ
く
る

安
波
津
野
神
社
例
大
祭

実
行
委
員
会
の
主
催
で
、

５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
開
催
年
の
平

成
23
年
は
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
津
波
で
神
社
や
神
輿

が
流
出
し
た
こ
と
等
に
よ
り
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
釣
師
、
大
戸
浜
の

街
中
を
漁
協
組
合
の
青
年
部
が
神
輿
を

担
い
で
練
り
歩
い
た
他
、
子
ど
も
た
ち

が
神
輿
を
担
ぐ
子
ど
も
神
輿
も
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
釣
師
浜
海
水
浴
場
か
ら
勢
い

よ
く
海
へ
飛
び
込
ん
で
い
く
、
た
る

神
輿
に
観
客
か
ら
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。 年

ぶ
り
の
例
大
祭

年
ぶ
り
の
例
大
祭

安
波
津
野
神
社
例
大
祭

安
波
津
野
神
社
例
大
祭

安
波
津
野
神
社
例
大
祭

安
波
津
野
神
社
例
大
祭

豊
漁
と
海
の
安
全
を
願
い

豊
漁
と
海
の
安
全
を
願
い

豊
漁
と
海
の
安
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願
い

豊
漁
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海
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安
全
を
願
い

豊
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海
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安
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を
願
い

豊
漁
と
海
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安
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を
願
い

豊
漁
と
海
の
安
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を
願
い

豊
漁
と
海
の
安
全
を
願
い

豊
漁
と
海
の
安
全
を
願
い

豊
漁
と
海
の
安
全
を
願
い

豊
漁
と
海
の
安
全
を
願
い

豊
漁
と
海
の
安
全
を
願
い

豊
漁
と
海
の
安
全
を
願
い

　

海
上
の
安
全
と
豊
漁
を
祈
願
す
る
安
波
津
野
神

月
３
日
、
釣
師
浜
漁
港
周
辺
で
10

年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
大
祭
は
漁
業
関
係
者
で
つ
く
る

安
波
津
野
神
社
例
大
祭

実
行
委
員
会
の
主
催
で
、

５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
開
催
年
の
平

年
は
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
津
波
で
神
社
や
神
輿

が
流
出
し
た
こ
と
等
に
よ
り
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
釣
師
、
大
戸
浜
の

街
中
を
漁
協
組
合
の
青
年
部
が
神
輿
を

担
い
で
練
り
歩
い
た
他
、
子
ど
も
た
ち

が
神
輿
を
担
ぐ
子
ど
も
神
輿
も
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
釣
師
浜
海
水
浴
場
か
ら
勢
い

よ
く
海
へ
飛
び
込
ん
で
い
く
、
た
る

神
輿
に
観
客
か
ら
歓
声
が
上
が
り
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あぶくま信用金庫から神輿寄贈

　今年の安波祭で街中を練り歩いた新品の

神輿。あぶくま信用金庫と全国の信金によ

る「『 信 金 の 絆 』 復

興 応 援 プ ロ ジ ェ ク

ト 」 の 助 成 に よ り、

安波津野神社例大祭

実行委員会へ寄贈さ

れたものです。

₁祭前の神事₂₅₆御

神輿を担いで街中を練

り歩く漁師たち₃漁港

内で神輿を担いだ子ど

もたち₄大勢の観客に

見守られるたる神輿₇

安全を願い船の前で神

輿をもむ漁師たち₈カ

レイやサンマの焼魚の

試食会

多くの観客が見守る中、

海へ入っていくたる神輿。

震災後、人が集まる事がな
かった浜にも、今日の祭で多
くの一般の方が海を見に来
る光景をみて感動しました。

最後にこの祭を見たのは中
学生の時、父が神輿を担ぐ姿
を見ていました。今回親子で
参加できてうれしいです。

voice!topic!

菅野 貴寛さん

小野 正和さん

参加者の漁師の声

５

６７８

４
１

３

２

かった浜にも、今日の祭で多
くの一般の方が海を見に来

最後にこの祭を見たのは中
学生の時、父が神輿を担ぐ姿
を見ていました。今回親子で

１

３

２
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未来の教育のカタチ

ＩＣＴ活用教育

　

全
国
の
モ
デ
ル
授
業

　

町
は
未
来
の
新
た
な
教
育
の

カ
タ
チ
と
し
て
全
国
に
先
駆

け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
小
・

中
学
校
の
授
業
で
は
、
各
教
室

に
整
備
さ
れ
た
電
子
黒
板
や
一

人
一
人
に
配
付
さ
れ
て
い
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
進
め
ら
れ

て
ま
す
。
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
で
国
内
外
で
つ
な
が
る
交
流

授
業
や
、
他
者
と
の
意
見
の
共

有
な
ど
各
校
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を

し
た
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
に
よ
り

幅
広
い
授
業
が
可
能
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
の
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
教
育
の
効
果
が
注
目
さ
れ
、

　

今
の
小
・
中
学
生
が
社
会
を
担
う
こ
と
に
な
る
10
年
後
、
人
工
知
能
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ

分
野
の
著
し
い
発
達
で
、
現
在
あ
る
仕
事
の
約
半
数
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
自
動
化
で

消
滅
す
る
と
い
う
予
測
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
時
代
の
変
化
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
増
え
て
い
く
仕
事
、
人
員
が
多
く
必

要
に
な
っ
て
い
く
仕
事
も
あ
り
ま
す
。

　

今
、こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
見
据
え
た
教
育
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
市
町
村
で
電
子
黒
板
や

児
童
生
徒
一
人
一
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が
配
備
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
発
表
会

　

町
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
の

効
果
を
広
く
伝
え
る
た
め
に
11

月
16
日
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
発
表
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の

資
質
・
能
力
を
高
め
る
た
め
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
を
視
察
し

た
い
と
全
国
の
教
育
関
係
者

４
０
０
名
以
上
が
参
加
し
ま
し

た
。
各
学
校
で
は
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
教
育
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
学
び
の

質
を
高
め
、
21
世
紀
を
生
き
抜

く
力
を
育
て
る
授
業
」の
も
と
、

特
色
あ
る
授
業
が
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ＩＣＴ（情報通信技術）活用教育

ＩＣＴとは情報技術（ＩＴ）にコミュニ

ケーション（Ｃ）をプラスしたもので、

通信・伝達・交流といった要素を含んで

います。これを教育現場の中で効果的に

活用することで子どもたちの資質・能力

が向上すると期待されているのです。

認
め
合
い
、
よ
さ
を
伸
ば
す

児
童
を
育
て
る
た
め
に

　

福
田
小
学
校
４
年
生
の
総
合

的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
自
分

た
ち
で
作
っ
た
福
田
の
自
慢
紹

介
動
画
を
改
善
す
る
授
業
を
公

開
し
ま
し
た
。
児
童
は
家
庭
学

習
で
他
の
グ
ル
ー
プ
の
動
画
を

視
聴
し
、
相
手
の
動
画
の
改
善

点
を
考
え
て
か
ら
授
業
に
臨
み

ま
す
。
授
業
で
は
伝
え
る
相
手

を
意
識
し
た
表
現
の
仕
方
に
つ

い
て
お
互
い
の
意
見
を
交
流
す

る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

を
深
め
ま
し
た
。

よ
く
考
え
、
進
ん
で
伝
え
合
う

児
童
を
育
て
る
た
め
に

　

新
地
小
学
校
６
年
生
の
算
数
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　新地町は日本教育工学協会（JAET）から学校情報化先進地域
として認定され、第四十二回全日本教育工学研究協議会全国大
会（佐賀大会）で表彰を受けました。　　
　新地町全小中学校で、情報通信技術（ICT）を取り入れた先
進的な教育を実施していることや ICT の効果的な活用について
研究を進め、その成果が現れている点が評価されたものです。
　この学校情報化先進地域は今年度から認定が始まり、全国最
初の認定地域として新地町が選ばれました。

学校情報化先進地域として表彰

科
で
は
、
段
ご
と
に
板
の
数
が

増
え
て
い
く
図
の
規
則
性
を
見

つ
け
、
簡
単
に
板
の
数
を
求
め

る
方
法
を
説
明
す
る
授
業
を
公

開
し
ま
し
た
。
教
師
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
家
庭
学
習

の
様
子
を
事
前
に
把
握
し
、
児

童
の
理
解
度
に
最
適
な
授
業
展

開
を
練
り
直
し
、
実
施
し
ま
し

た
。
児
童
は
板
の
数
が
増
え
る

規
則
性
を
お
互
い
に
説
明
し
合

う
こ
と
で
、
新
し
い
考
え
方
に

気
づ
い
た
り
、
自
分
の
考
え
方

を
確
か
め
た
り
し
ま
し
た
。

き
く
、
考
え
る
、
や
っ
て
み
る

児
童
を
育
て
る
た
め
に

　

駒
ケ
嶺
小
学
校
３
年
生
の
社

会
科
で
は
、
こ
れ
ま
で
新
地
町

の
農
家
を
取
材
し
て
集
め
た
情

報
を
整
理
し
、「
新
地
町
の
農

作
物
を
紹
介
す
る
」
を
テ
ー
マ

に
発
表
す
る
内
容
の
構
成
を
考

え
る
授
業
を
公
開
し
ま
し
た
。

児
童
は
こ
れ
ま
で
の
取
材
で
感

じ
た
生
産
者
の
工
夫
や
努
力
、

思
い
を
上
手
に
表
現
す
る
た
め

の
構
成
メ
モ
を
作
成
し
ま
し

た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
お
互
い
の

構
成
メ
モ
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
様
々
な
視
点
か

ら
構
成
を
変
更
し
た
り
、
修
正

し
た
り
し
て
表
現
力
を
高
め
ま

し
た
。

学
び
方
を
身
に
つ
け
、
課
題
解

決
す
る
生
徒
を
育
て
る
た
め
に

　

尚
英
中
学
校
２
年
生
の
理
科

で
は
、
複
数
の
資
料
を
も
と
に

新
地
町
の
明
日
の
天
気
を
予

想
す
る
授
業
を
公
開
し
ま
し

た
。天
気
を
予
想
す
る
た
め
の
、

様
々
な
情
報
を
組
み
合
わ
せ
て

正
確
さ
を
求
め
て
い
く
こ
と
を

理
解
し
て
予
想
に
取
り
か
か
り

ま
し
た
。
過
去
数
日
間
の
気
象

情
報
や
天
気
図
、
気
温
や
気
圧

の
変
化
な
ど
の
情
報
を
根
拠
に

し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
予
想

し
、
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
で

矛
盾
が
な
い
か
を
確
認
し
な
が

ら
考
え
を
深
め
ま
し
た
。

　

尚
英
中
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
が
も
た
ら
す
効
果
的
な
学
び

に
つ
い
て
各
学
校
が
発
表
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

整
備
の
他
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
重
要
性
に
つ
い
て
も
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
か
ら
「
最
先

端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
見
せ
て
い

た
だ
い
た
。
私
ど
も
の
学
校
で

目
指
す
方
向
性
が
見
え
た
。」

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
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　同時開催された「健康福祉まつり」では、健康優良者の表彰や食生活改
善推進委員会による試食コーナー、体力測定コーナーなどが、「図書館ま
つり」では読書感想画コンクール表彰式などが、「保育展」では子どもた
ちの絵画の展示が行われました。

　復興産業まつりが 11 月 13 日、役場前広場
などを会場に開催され、大勢の来場者でにぎわ
いました。
　原木しいたけや米など、特産品の先着プレゼ
ント、新米もち試食会をはじめ、ＪＡによる農
産物共進会、商工会など、多数の出店に長蛇の
列ができていました。
　また、ステージイベントでは、ＪＡ女性部に
よる踊り、馬陵玄武や尚英中によるよさこい演
舞、歌謡ショーなど様々な芸能が披露され、会
場を盛り上げていました。

復興産業まつり

図書館まつり・健康福祉まつり・
　　　　　　　　保育展も同時開催

新地の魅力集結！
₁農産物品評会₂

大行列の先着プレ

ゼント₃会場を盛

り上げたステージ

イベント₄支部対

抗玉入れ競争₅新

米もち試食会₆歌

謡ショー

５

６４１

３

２
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ふくしま駅伝第
28
回白河市総合運動公園―福島県庁前

新地の絆を
　たすきでつないだ 95.1㎞

　第 28 回ふくしま駅伝が 11 月 20 日、白

河市総合運動公園陸上競技場をスタート、

福島県庁前をフィニッシュとする 16 区間

９５．１ｋｍのコースで開催されました。

　新地町チームの選手たちは沿道の声援に

応え力走をみせました。

　記録は、昨年のタイムより１分 25 秒縮

めた５時間 52 分 14 秒、総合 40 位（町の

部 20 位）でした。

ご声援ありがとうございました！！

第１区白河総合運動公園陸上競技場スタート

第 1 区　泉沢 舞 選手 第４区　幕田 直人 選手

第５区　齋藤 愛斗 選手

第８区　木村 駿 選手

第９区　大須賀 愛依 選手第 13 区　小泉 祐貴 選手

第 16 区　馬場 浩二 選手

第 12 区　駒木根 孝幸 選手
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まちの話題

波の減災機能として期待
埓浜防災緑地植樹祭津

　県相双建設事務所主催、埓浜防災緑地植
樹祭が 10 月 29 日、現地で行われ町内外か
ら約３００名が参加しました。
　埓浜防災緑地は津波からの減災機能とし
て期待されており、今回の植樹祭では約
五千本のクロマツや広葉樹を植樹しました。
　また、コスモス祭として７月末に植えた
コスモスのつかみ取りなども行われました。

区で競い、交流！
カーリングゲーム大会地

　新地町老人クラブ連合会主催「カーリングゲーム大
会」が、11 月８日、町総合体育館で行われました。
48 チーム、約２４０人が参加し、同じ地区でチームを
構成した「団体の部」と「個人の部」で、カーリングゲー
ムの点数を競い交流を深めました。
大会結果は次のとおりです。

妹都市で交流！
伊達開拓ふるさと従兄弟（い～とこ）サミット姉

　伊達開拓ふるさと従兄弟（い～とこ）まちづ
くりサミットが 10 月 26 日、柴田町を会場に
行われました。サミットは歴史的な絆で結ばれ
ている北海道伊達市、宮城県亘理町、山元町、
柴田町、福島県新地町の 5 市町が交流を深める
ために２年に１度行われています。
　株式会社ライフブリッジ櫻井亮太郎氏によ
る「広域連携とインバウンドの役割」をテーマ
にした基調講演や関係５市町の各首長のパネル
トークが行われ、観光についての課題や取り組
みについて話し合いました。

個人の部
優　勝　片平　トキ子（岡クラブ）
準優勝　菅野　節（今泉クラブ）
３　位　小野　とき子（さくらクラブ）

団体の部
優　勝　小川クラブ A
準優勝　今泉クラブ A
３　位　さくらクラブ C

（敬称略）



広報しんち H28.12.5（15）

SHINCHI TOWN NEWS

域産業活性化へ向けて
新地町立地企業講演会地

　新地町立地企業講演会が 11 月２日、町改善センターで
行われ、町内立地企業や町関係企業、約 90 名が参加しま
した。
　講演会は町内の立地企業の経営と事業運営、現場力・マ
ネジメントの向上によって地域産業の活性化を図る事を
目的に行われました。
　東京工業大学の柏木孝夫特命教授／名誉教授が「地域エ
ネルギーから始まる地方創生」をテーマに講演しました。

ごろの学習成果を発表
新地町文化祭日

　新地町文化協会主催の新地町文化祭が 11 月５・６日、
町農村環境改善センターなどで行われました。
　文化祭では、文化協会加盟団体や町内の保育所園児、
小中学校児童・生徒による書道や絵画などの作品展示
や、日ごろの学習成果を発表しました。

計の発展と普及に貢献
福島県統計功労者表彰統

　長年にわたり統計調査に従事し統計の発展と統
計の普及啓発に貢献している、町統計調査員協議
会の竹澤正美さんが県知事表彰、菅野喜一さんは
県統計協会名誉会長表賞を受賞しました。
　表彰式は福島市で開かれ、11 月７日に役場へ来
庁し、町長へ報告しました。

復興の象徴に
福島民報社　シダレザクラ寄贈桜

　福島民報社 59 市町村応援プロジェクトの記念植
樹式が 11 月 10 日、町消防・防災センターで行われ、
シダレザクラが植樹されました。
　プロジェクトは来年の福島民報創刊１２５周年記
念事業の一環で、県内市町村の地域づくりを後押し
することを目的に福島の全市町村で行われます。

手の活躍に期待
スポーツ激励金交付式選

　町では、各種大会出場する個人・団体に文化スポー
ツ激励金を交付し、大会での健闘を祈りました。11
月 11 日に行われたスポーツ激励金の交付を受けた
団体・個人は次の通りです。
◯新地サッカースポーツ少年団

【第 40 回全日本少年サッカー福島県大会】
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まちの話題

保育所へ寄贈
川崎高津南ロータリークラブ３

　神奈川県川崎市にある川崎高津南ロータリー
クラブから 11 月 16 日、町内３保育所に業務
用大型ベビーカーやラジカセなど、被災地支援
の一環として寄贈がありました。
　同会員皆さんが町役場を訪れ、持田雄二会長
から佐藤副町長に目録が手渡されました。

内各所で慰問ライブ
坊さんバンド町

　名古屋の住職らで結成された坊さんバンド
「Ｇ・ぷんだりーか」から 11 月 16 日、町へ寄

付がありました。
　同バンドは震災以降毎年来町されています。
町内の老人ホームや保育所・小学校など各所で
演奏を披露しました。

人戦で優勝
尚英中バレー部、柔道部大会結果報告新

　第 38 回福島県中学校バレーボール選手権大会で
優勝した尚英中男子バレー部と、福島県中学校新人
柔道大会で団体戦優勝、個人戦でもそれぞれ好成績
を残した尚英中男子柔道部の大会報告会が 11 月 18
日、役場正庁で行われました。
大会結果詳細は次のとおりです。

学生・地域住民が交流
緑の少年団植花活動小

　駒ケ嶺小学校の５年生で構成される緑の少年団
は 11 月 10 日、第 14 行政区の方々と駒ケ嶺小学
校前花壇に花植えをしました。
　今回植えたパンジーやチューリップなどの花の
苗はセブンイレブンから寄贈されたものです。
　緑の少年団は地域の住民と植花・除草活動を行
い交流を深めました。

【第 38 回福島県中学校バレーボール選手権大会】
尚英中男子バレー部　優勝

【福島県中学校新人戦柔道大会】
尚英中柔道部　団体　優勝
　　　　　　　個人　中山嘉門選手 73 ｋｇ級　優勝
　　　　　　　　　　黒　健人選手 60 ｋｇ級　準優勝
　　　　　　　　　　佐藤崚馬選手 81 ｋｇ級　準優勝
　　　　　　　　　　寺島雷己選手 90 ｋｇ級　第３位
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急処置のお話
児童館消防車見学応

　児童館のたんぽぽひろばでは、お子さんの
けがや事故の時素早く処置が出来るように新
地消防分署の方から「子どもの応急処置」の
話しを聞きました。子どもたちは消防車に乗
せてもらうなど、貴重な体験に笑顔があふれ
ていました。

しくも敗退
市町村対抗福島県ソフトボール大会惜

　第３回市町村対抗福島県ソフトボール大会が 10
月 15 日に相馬光陽ソフトボール場で開会されまし
た。
　新地町チームは 10 月 15 日、１回戦で泉崎村と
対戦しました。
　初回に５点をリードする好調なスタートで始ま
りましたが、相手に徐々に追い上げられ、５回に
逆転を許し、５－ 10 で健闘空しく敗退しました。
　皆さまの温かいご声援ありがとうございました。

勝は公立病院
町民野球大会優

　新地町町民野球大会が 10 月 30 日、新地町
民野球場で開催され町内外から５チームが参
加しました。
　秋空の下で熱戦が繰りひろげられ、決勝戦
は公立病院とリベラーズで行われ４対１で公
立病院が２年ぶりの優勝を果たしました。
　選手の皆さんは今年１年の練習の成果を発
揮し、参加チームとの交流を図りながら大会
を楽しんでいました。

地町出身選手 活躍
日本ベテランズ国際柔道大会 連覇新

　新地町（大山田）出身の佐藤英則さんが、２年
に一度東京で開催される２０１６年日本ベテラン
ズ国際柔道大会に出場し、個人戦 81 ｋｇ級で優勝
しました。決勝戦まで全て一本勝ちで相手を制し、
同大会連覇を果たしました。
　優勝した佐藤さんは、米国フロリダ州で開催さ
れる２０１６年世界ベテランズ国際柔道大会へ出
場します。
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水道管の凍結にご注意ください
◎こんな時に凍結します

・外気温がマイナス４度以下になったとき
・夜間、あるいは外出などで長時間水道を使わな
　いとき

・１日中外気温が氷点下の「真冬日」が続いたと
　き

◎水道管が凍結しやすいところは
・水道管や器具が露出しているところ
・北向きのところ
・風当たりの強いところ
・屋外にある水道管など

◎凍結による破損事故を防ぐために
・屋外の露出したままの水道管や蛇口は防寒し
　てください。

・長期不在となるときは、給湯器等の水抜きを
　行ってください。

◎凍結して水が出なくなったときは
・蛇口や水道管に熱湯を一度にかけないでくだ
　さい。破裂することがあります。

・気温の上昇により自然に解凍するのを待つか、
　タオルなどをかぶせ、その上からぬるま湯を
　徐々にかけ、時間をかけてゆっくり解凍して
　ください。

◎それでも水が出ないときは
・お近くの指定給水装置工事事業者へ修理をお
　申し込みください。

◎修理の費用は
・凍結修理の費用は、みなさんの負担となります。
　修理費用は使用材料などにより異なりますの
　で、依頼する事業者にお尋ねください。
◎問い合わせ
相馬地方広域水道企業団（☎㉟６７３６）

一般財団法人自治総合センターが、宝くじの社

会貢献広報事業として実施している平成 28 年度

コミュニティ助成事業により、第 11 行政区自主

防災会ではトランシーバー、発電機、ライト等

の防災備品を、富倉地区自治会ではテレビ、会

議用イス、テーブル等のコミュニティ備品をそ

れぞれ宝くじの助成金で整備しました。

　今後、さらなる地域防災力の向上や地域のコ

ミュニティ活動の活性化が期待されます。

第 11 行政区自主防災会

富倉地区自治会

コミュニティ助成事業で

備品を整備しました

（宝くじ助成金）

駒ケ嶺公民館大ホール（体育館）の
使用停止について

　駒ケ嶺公民館大ホール（体育館）は耐震診断
調査の結果、震度 6 強～ 7 程度の規模の大地
震発生時に倒壊、崩壊する危険性が高い箇所が
あることが判明しました。利用者の皆さんの安
全を第一に考え、公民館大ホール（体育館）が
12 月より使用停止になります。
　事務所棟は耐震基準を満たしているので、業
務等はこれまでどおり行います。
  皆様のご協力をよろしくお願いします
◎問い合わせ　教育総務課（☎�４４７７）

復興まちづくり懇談会

　町では、次のとおり復興まちづくり懇談会

を開催します。

　復興事業等の内容・進捗状況の説明や復興

まちづくりについての懇談を行います。

　ぜひご来場ください。

日　時　12 月 16 日㈮　19 時～ 21 時

場　所　農村環境改善センター　大集会室

テーマ　復興まちづくりについて

◎問い合わせ　企画振興課（☎�２１１２）
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表　彰　名 氏　名 略　歴

自治功労
加藤　源司　氏

（６８歳　杉目）

平成 15 年 4 月 30 日から 3 期 7 か月の永きにわたり
新地町議会議員として活躍、この間、産業厚生常任委
員長、議会運営副委員長、常磐自動車道及び東北中央
自動車道整備促進特別委員長などを歴任され地方自治
の発展に寄与した。

産業振興功労
林　　　功　氏

（７１歳　真弓）

昭和 59 年から就農し、多年にわたり大規模経営農家
の先駆者として集落営農に積極的に取り組み、耕作放
棄地の抑制に貢献するなど、地域農家の模範となり牽
引してきた。平成 14 年からは農業委員会委員を、平
成 17 年から平成 27 年までは同会長として、本町農
業の振興発展に寄与した。

教育文化功労
水戸　俊一　氏

（６７歳　新地町）

平成 9 年から新地ジュニアサッカースポーツ少年団の
指導にあたり、チームを東北大会に導くほか、県選抜
選手となる児童を育成し、全国大会に出場させるなど、
活躍するとともに、スポーツ少年団副本部長として団
の発展に貢献し､ スポーツ少年団の育成をとおし地域
スポーツの向上と青少年の健全育成に貢献した。

教育文化功労
荒　　　司　氏

（６５歳　作田）

平成元年から新地町空手スポーツ少年団の指導にあた
り、選手を全国大会に導き、福島県を代表する選手を
育成し、自らも選手として全国大会に出場するなど、
活躍するとともに、スポーツ少年団の育成をとおし地
域スポーツの向上と青少年の健全育成に貢献した。

教育文化功労
星　　義一　氏

（６２歳　駒ケ嶺町）

平成 7 年から、当時、駒ヶ嶺 JVC だった尚英ガッツジュ
ニアバレーボールクラブの指導にあたり、チームを全
国大会に導き、準優勝するなど、福島県を代表する強
豪チームを 育成し、活躍するとともに、スポーツ少
年団の育成をとおし地域スポーツの向上と青少年の健
全育成に貢献した。

教育文化功労
林　　和英　氏

( ６２歳　真弓 )

昭和 61 年から新地町柔道スポーツ少年団の指導にあ
たり、選手を全国大会に導き、福島県を代表する選手
を育成し、活躍するとともに、スポーツ少年団副本部
長として団の発展に貢献し､ スポーツ少年団の育成を
とおし地域スポーツの向上と青少年の健全育成に貢献
した。
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新地高校 創立 110 周年式典を催しました

　本校は今年度、創立 110 周年を迎えました。これを記念して、11 月 12 日「創立１１０
周年記念式典及び記念講演」が本校体育館にて盛大に催されました。式典では福島県教育委
員会委員や新地町長をはじめ、多くの来賓の方々に御臨席いただき、祝辞や本校発展に尽く
した功労者が表彰されました。
　記念講演では聖光学院高等学校野球部の斎藤智也監督から「甲子園への道」と題して講演
をいただきました。
　本校は明治 39 年１月 10 日に新地村実業補習学校として創立し、昭和 23 年４月１日に県
立学校へ移管しました。その後、相馬高等学校農業部と改称し、定時制を含め農業科、家庭
科を持つ学校となりました。新地高校
として分離独立後は農業科の廃止に伴
い普通科を設置、平成８年には家政科
が廃止され、現在の体制となりました。
　現在は、全校生徒１７０人で日々の
勉学や活動に励み、社会に貢献できる
人材を目指して日々邁進しています。

　創立 110 周年式典を取材して　　　　　　　　　　　　福島県立新地高等学校新聞委員会

　　鶴岡七海さん　渡部優花さん
　創立 110 周年を迎えた新地高等学校で、私達は楽しい学校生活を

送っています。今回の記念式典にて新地高等学校に関わりある方々

の話を聞いて、新地高等学校はたくさんの方々に支えられ、成り立っ

ていると深く感じました。記念講演では聖光学院高等学校の斎藤智

也監督をお招きし、とても深い話を聞くことが出来ました。私達は

物事を前向きに考えて目標に向かって努力することが大切だと感じ

ました。現在、過去、未来の言葉を頭で考え、これからの生活を送っ

ていきたいと思いました。

救急車の適正利用をお願いします

　救急車は、けがや急病などで緊急に搬送しなければならない傷病者のためのものです。

　救急車は限られた資源です。真に救急車を必要としている方のため、救急車の適正利用にご協

力お願いします。

◎問い合わせ　相馬地方広域消防相馬消防署新地分署（☎�２１１７）

講演した斎藤監督 歴代校長表彰
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事務所：新地町谷地小屋萩崎 74 ｰ１支援員事務所
連絡先：（☎㉜１２３７）
　　　　（fukkou@miraito.info）

新地の魅力・情報発信サイト

「新地町ノート」
（http://shinchi-note.com/）

RESTORATION
SUPPORT  復興応援隊

　今月、待ちに待ったＪＲ常磐線 ( 相馬－浜吉
田間 ) の運転が再開します。再開通を迎える 12
月 10 日・11 日は、記念式典やさまざまな催し
が行われます。
　新地駅前広場では、高校生が「駅カフェ」で
ワッフルやココアなどを無償提供したり、ＮＰ
Ｏ法人みらいとに協力して「みんなで灯そう！
イルミネーション」と題してキャンドルを灯し
たりするそうです。

　そこで、先ごろ新地高校へ試作を重ねる学生
さんたちを訪ねてきました。駅カフェで中心

的な役割を担う高校生たちは、ワッフルの生地
の仕込みや、焼き方の練習を何度も重ね、真剣
な表情でほんのり甘いワッフルを作っていまし
た。また、キャンドル班が中心となって、イル
ミネーションで灯す色とりどりの手作りキャン
ドルを作ったり、小さな子どもたちに作り方を
教える練習をしたりしていました。

　今の高校生にとっては、町外から通う学生は
もちろん、町内出身者でも駅を利用した経験
はほとんどないそうです。そんな学生たちも参
加する新駅での新しい取り組み。新地にさらな
る彩りを添えてくれる先駆けのようで楽しみで
す。これからますま
す変わっていく新地
駅前、私たちもみな
さんと一緒に盛り上
げていきたいと思い
ます。

復興支援員　蓮本 浩介

子どもの芸術文化体験事業　新地町公演
公演日時　12 月 17 日㈯ 13 時 30 分開演（13 時開場）

会 場　町農村環境改善センター（新地公民館）大集会室

入 場 料　無料（申込不要）※満席になり次第締め切りとさせて頂きますので、ご了承ください。

出演　ムーラ〈コメディサーカス〉　ヘルシー松田〈パントマイム〉

◎問い合わせ　とうほう・みんなの文化センター（０２４－５３４－９１９１）

ムーラはパントマイム、ジャグリン

グ、サーカス芸をコミカルに表現す

るパフォーマーです。観客の方々と

一緒に作り上げるダイナミックなパ

フォーマンスをお楽しみに！！

パントマイムには子どもたちの表現

力やあそび心を刺激し、コミュニ

ケーションを豊かにする力がありま

す。そんなパントマイムの極意をヘ

ルシー松田が楽しく伝授！！

MU-RA（ムーラ） ヘルシー松田



図書館へ行こう
＝新着本・ＣＤ・ＤＶＤのご案内＝

Let's go to Library

16 年前の幼女殺害と酷似し
た事件が発生。かつて刑事と
して捜査にあたった神場は、
退職した身で現在の事件を追
い始める。消せない罪悪感を
抱えながら…。元警察官の魂
の彷徨を描く。

あみものが大好きな、ヤギのシラユキ
さん。ヒツジおばさんから、「あんた
のあみものはいいかげん」と言われ
てしまったシラユキさんは、頭の中が
こんがらがって、何をあんでいるのか
わからなくなり、おおきなオオカミを
作ってしまいました。オオカミは、ヒ
ツジおばさんをパクリと飲み込み…。

昨日、走也くんに誕生日プレゼン
トを渡せなかったのぞみは、不思
議な貼り紙にひかれて図書室に行
く。そこで、昨日の自分が書かれ
た本を見つけたのぞみが、思わず
ページを破こうとすると、時間が
昨日に戻っていて…。児童文学作
家によるリレー小説。

結婚を目前に控えた広太は浮
気相手とスノーボードに来て
いた。ところが、ゴンドラで
婚約者と乗り合わせて…。東
野圭吾が “ 恋愛 ” という永遠
のミステリーに真っ向から挑
む短編集。
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◎児童書

『シラユキさんとあみあみモンスター』　アンネリー ファン ハーリンゲン

『ぐるぐる図書室』　　　　　　　　　工藤　純子

『ちいさなゆきかきブルドーザープラウくん』
　　　　　　　　　　　　　　 ロ ー ラ カ ー ラ ー

『ゆきのしたのおともだち』　　　　ばん たくま
『ハムスターのすてきなお仕事』あんびる やすこ
『あかりさん、どこへ行くの ?』　　　　近藤 尚子
『クマのプー / 世界一のクマのお話』　A.A. ミルン
『気持ちの本』　
『こども菜根譚 / 逆境に負けない力をつける !』

●ＣＤ
『はじめてのメリークリスマス』東京放送児童合唱団 他
『香音 - ＫＡＮＯＮ -』      　　　　　　    桐谷 健太
『ＷＯＲＬＤ ＩＳ ＭＩＮＥ』ＲＡＤＩＯ ＦＩＳＨ
『Ｆａｎｔｏｍｅ』　　　　　　　宇多田 ヒカル
『Ｇｏｏｄ - ｂｙｅ』      　　　  Ｓｕｐｅｒｆｌｙ
『ＥＸＴＲＥＭＥ ＢＥＳＴ』（Disc Ⅰ ･ Ⅱ・Ⅲ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＥＸＩＬＥ

◎一般書

『恋のゴンドラ』　　　　　　　　　　東野　圭吾

『慈雨』　　　　　　　　　　　　　　柚月　裕子
　

『トヨトミの野望　小説・巨大自動車企業』　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　梶山 三郎

『メビウス 1974』　　　　　　　　　　堂場 瞬一
『おばさんの金棒』          　　　　　　　　室井 滋
『自分でつくれる 200 年家系図』
『君たちはどう働くか』
『目の悩み・疑問がスッキリ解決する 500 の Q&A』
『書かずに貯まる ! クリアファイル家計簿』
『みんなの掃除・片づけ日記』　　
『キラキラ ! ステンドグラスクッキー BOOK』

図書館カレンダー（12 月）
日 月 火 水 木 金 土

５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
1/1 ２ ３ ４ ５ ６ ７

■は休館日 スマートフォン用

ＱＲコード

ーイベント情報ー

《展示コーナー》
・季節の行事『クリスマス』図書展示（12/25 まで）
　クリスマスに関する絵本・小説・飾り・料理
などの図書を展示・貸出します。ツリーには図
書館まつりで参加者が作成したパンのオーナメ
ントを飾ります。

・『冬休みおすすめ図書』展示 (1/7 まで）
　図書館おすすめ図書、自己啓発本、中学生・
高校生向け図書の展示貸出を行います。

全国子ども読書推進フェスティバル
子どもと読書 in 新地

日時　12/17 ㊏　10 時～ 12 時
　絵本の読み聞かせや、パネルシアター、
昔話のかたりを行います。また、10 時
30 分から東京まちだ語り手の会の増山正
子氏による読書の効能などの講演会を行
います。
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保育所から
こんにちは

駒ケ嶺保育所

12
月

食
べ
る
こ
と
は
、
と
て
も
楽
し

み
で
す
ね
。
と
く
に
、
好
き
な

メ
ニ
ュ
ー
や
お
や
つ
、
行
事
食

や
調
理
体
験
な
ど
は
、
楽
し
い

思
い
出
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の

心
に
残
り
ま
す
。

　

保
育
所
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
興
味
を
も
っ
て
楽
し
く
食
事

が
で
き
る
よ
う
、
彩
り
や
配
膳

も
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
行
事
食
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
誕
生
会
な
ど
で
季
節

感
を
出
し
、
子
ど
も
た
ち
が
ワ

ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー

で
す
。

お
い
し
い
給
食
☆

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

給
食
に
出
た
み
か
ん
を

　
　
　
　

見
た
２
歳
児
Ｋ
く
ん

Ｋ
く
ん
「
せ
ん
せ
ー
、

　
　
　
　

ぶ
ど
う
は
み
か
ん
で

　
　
　
　

出
来
て
る
ん
だ
よ
。」

保
育
士
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、

　
　
　
　

み
か
ん
は
？
」

Ｋ
く
ん
「
み
か
ん
は
み
か
ん
！
」

母と子の健康
健康診査 対象者 日時（受付時間）

母子手帳交付
妊娠とわかったら、なる
べく早く母子手帳の交付
を受けましょう。

12 月 16 日㈮
１月 ６日㈮

９：00 ～ 10：00

離乳食相談会 28 年５月～８月生
１月 10 日㈫

９：45 ～ 10：00

３歳児健診 25 年７月～９月生
１月 16 日㈪

13：00 ～ 13：15

◎問い合わせ　保健センター（☎�２０９６）
※乳幼児健診の際には、『母子手帳』『バスタオル』『問診票』
を持参してください。当日体調が悪い場合や、都合の悪い
方は、保健センターにご連絡ください。

たんぽぽひろば
期日 内容 場所

12 月 21 日㈬
１月 11 日㈬

クリスマス会
ゆかいな友だちと遊ぼう

児童館
児童館

◎問い合わせ　児童館（☎�４４３２）

新
地
保
育
所

19
日　

育
児
相
談

駒
ケ
嶺
保
育
所

21
日　

育
児
相
談

福
田
保
育
所

20
日　

育
児
相
談

各
保
育
所

３
日　

保
育
発
表
会

＊オラフのちらし寿司＊
【材料（３人分）】

ごはん　　　　　　　　２合
寿司酢　　　　　　　　適量

〈ちらし寿司の具〉
筍・椎茸・牛蒡
人参・油揚げ　　　　各５ｇ

〈調味料〉
醤油・みりん・酒　　　適量

〈飾り〉
スライスチーズ・人参
のり・桜でんぶ
錦糸卵・ポッキー　　　適量

〔作り方〕

①ちらし寿司の具材を千切りにして炒め、調味料で味

付けする。

②

・スライスチーズと海苔を丸く切って目を作る。

・人参は鼻の形に切る。

・歯はスライスチーズを四角に切る

・口のパーツは海苔を半円に切る。

③ごはんの半分を①と合わせちらしごはんを作り、お

皿に敷き詰める。

④③の上に白いごはんでオラフの顔と身体を作る。

⑤②のパーツやポッキーでオラフの顔を作る。

⑥錦糸卵や桜でんぶなどで彩りよく飾り付けする。
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暮らしの情報

i nformation

年末年始の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

運動のスローガン
「こんばんは　早めのライトで　ごあいさつ」

期間
　12 月 10 日㈯～平成 29 年１月７日㈯

運動の基本
　高齢者の交通事故防止
運動の重点

・夕暮れ時や夜間の交通事故防止（特に、反射材用
　品等の着用の推進）

・後部座席を含めた全ての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用の徹底

・飲酒運転の根絶
◎問い合わせ　町民課（☎�２１１６）

　
平
成
29
年
度

　

臨
時
職
員
登
録
者
募
集

　

町
で
は
、保
育
所
臨
時
職
員
、

児
童
ク
ラ
ブ
臨
時
職
員
、
児
童

館
臨
時
職
員
の
登
録
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
保
育
所
臨
時
職
員
】

応
募
資
格

・
臨
時
保
育
士

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

（
平
成
29
年
３
月
末
日
ま
で
に

資
格
取
得
見
込
み
の
方
を
含

む
）

賃
金　

７
，
６
０
０
円
／
日

・
保
育
補
助
員

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

賃
金　

６
，
３
０
０
円
／
日

・
臨
時
調
理
員

調
理
師
の
資
格
を
有
す
る
方

（
平
成
29
年
３
月
末
日
ま
で
に

資
格
取
得
見
込
み
の
方
を
含

む
）

賃
金　

６
，
６
０
０
円
／
日

・
調
理
補
助
員

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

賃
金

調
理
師
資
格
有

６
，
６
０
０
円
／
日

調
理
師
資
格
無

６
，
３
０
０
円
／
日

勤
務
場
所　

町
内
各
保
育
所

募
集
人
員　

若
干
名

【
児
童
ク
ラ
ブ
臨
時
職
員
】

応
募
資
格

・
指
導
員

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
ま
た
は

学
校
教
員
の
資
格
を
有
す
る

方
（
平
成
29
年
３
月
末
日
ま
で

に
資
格
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得
見
込
み
の
方
を
含

む
）

賃
金　

９
０
０
円
／
時
間

・
補
助
員

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

賃
金　

８
０
０
円
／
時
間

勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
～
土
曜
日
の
う
ち
５
日
以

内平
日　

13
時
～
18
時

土
曜
日
・
学
校
休
校
日　

８
時
～
13
時
／
13
時
～
18
時

勤
務
場
所　

町
内
各
児
童
ク
ラ
ブ

募
集
人
員　

若
干
名

【
児
童
館
臨
時
職
員
】

応
募
資
格

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
ま
た
は

学
校
教
員
の
資
格
を
有
す
る

方
（
平
成
29
年
３
月
末
日
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
の
方
を
含

む
）

賃
金　

７
，
６
０
０
円
／
日

勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
～
土
曜
日
の
う
ち
５
日
間

（
土
曜
日
は
隔
週
勤
務
）

９
時
30
分
～
18
時
15
分

勤
務
場
所　

新
地
町
児
童
館

募
集
人
員　

１
名

そ
の
他　

新
地
児
童
ク
ラ
ブ
指

導
員
を
兼
務
し
ま
す
。

◆
共
通
事
項

登
録
期
間

平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
30

年
３
月
末
日

雇
用
期
間

６
ヶ
月
以
内
（
た
だ
し
、
こ
の

期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）

登
録
・
選
考
方
法

書
類
審
査
に
よ
り
登
録
し
、
雇

用
の
際
に
勤
務
日
・
場
所
等
を

相
談
し
ま
す
。

受
付
期
間　

12
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮

申
込
手
続

　

役
場
総
務
課
で
交
付
す
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
郵
便
に
よ
り
申
込
用
紙
を
請

求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
○
○
登
録
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手

を
貼
っ
た
宛
名
明
記
の
定
形
返

信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
☎
�
２
１
１
１
）
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町内の空間線量率調査結果
　町では、町内 24 か所で放射線量の独
自調査を行いました。11 月 17 日の測
定結果は次のとおりです。

（μ Sv/h）　　

測定場所 地表面 測定値
１ 福田小学校 土 0.04
２ 福田保育所 土 0.05
３ 木崎公会堂 土 0.12
４ 新地北工業団地 砂利 0.12
５ 鈴宇峠県境 砂利 0.16
６ 沢口ふれあい広場 芝 0.08
７ 狼沢集会所 土 0.15
８ 新地小学校 土 0.04
９ 尚英中学校 土 0.05
10 新地保育所 土 0.07
11 鹿狼山登山口駐車場 砂利 0.16
12 今泉農集排処理場 砂利 0.07
13 総合公園こどもの森 芝 0.07
14 新地浄化センター 芝 0.11
15 岡公会堂 舗装 0.08
16 杉目集会所 舗装 0.08
17 大戸緑地広場 舗装 0.09
18 新地町役場 舗装 0.08
19 菅谷公会堂 土 0.13
20 駒ヶ嶺小学校 土 0.06
21 駒ヶ嶺保育所 土 0.05
22 大沢北国道 113 号県境 砂利 0.10
23 藤崎公会堂 砂利 0.11
24 旧富倉公会堂 舗装 0.08

※測定は月１回、地上１ｍ
　（３保育所は 50㎝の高さ）

　

新
地
町
奨
学
生
募
集

　

町
で
は
、
平
成
29
年
度
奨
学

生(

平
成
29
年
４
月
よ
り
貸
付

開
始
）
を
募
集
し
ま
す
。
新
地

町
に
住
所
が
あ
る
学
生
・
生
徒

で
、
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が

困
難
な
方
に
、
奨
学
資
金
を
貸

し
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

奨
学
金
の
額
（
一
人
・
月
額
）

①
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）

以
上
の
在
学
者

３
０
，
０
０
０
円

②
高
等
専
門
学
校
、
修
学
年
限

２
年
以
上
の
専
修
学
校
在
学
者

２
０
，
０
０
０
円

③
高
等
学
校
在
学
者

１
５
，
０
０
０
円

貸
付
期
間

　

奨
学
生
が
在
学
す
る
学
校
の

正
規
の
修
業
期
間
（
す
で
に
在

学
中
の
場
合
は
平
成
29
年
４
月

以
降
の
修
学
期
間
）

奨
学
金
の
返
済　

　

卒
業
、
又
は
貸
付
期
間
満
了

後
、
貸
付
月
数
の
３
倍
の
期
間

内
に
総
額
（
無
利
子
）
を
月
賦

で
返
済
。

申
込
期
限

一
次　

平
成
28
年
12
月
16
日
㈮

最
終　

平
成
29
年
３
月
３
日
㈮

申
込
方
法

　

教
育
総
務
課
（
役
場
３
階
）

に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。
申

し
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
連
帯

保
証
人
２
名
（
印
鑑
証
明
書
・

納
税
証
明
書
添
付
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
（
☎
�
４
４
７
７
）

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に

　

ご
注
意

　
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と
は
、

急
激
な
温
度
変
化
に
よ
っ
て
血

圧
が
上
下
に
大
き
く
変
動
す
る

こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
起
こ

る
健
康
被
害
の
こ
と
で
す
。

　

体
全
体
が
露
出
す
る
入
浴
時

は
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
全
国
の
入

浴
中
の
事
故
死
亡
者
数
は
全
国

で
約
１
万
４
０
０
０
人
と
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因

多
く
は
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
で
あ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
脱
衣
所
や
ト
イ
レ
を
暖
め
る
。

・
入
浴
は
41
度
以
下
の
ぬ
る
め

の
お
湯
に
入
り
、
長
湯
を
避
け

る
。

・
冷
え
込
む
深
夜
で
は
な
く
、

早
め
の
時
間
に
入
浴
す
る
。

家
族
誰
か
に
声
を
か
け
て
か
ら

入
浴
す
る
。

・
飲
食
後
の
入
浴
を
避
け
る
。

◎
問
い
合
わ
せ

相
馬
地
方
広
域
消
防
相
馬
消
防

署
新
地
分
署
（
☎
�
２
１
１
７
）

　

介
護
技
術
講
習
会

　

福
島
県
介
護
福
祉
士
会
で

は
、
介
護
の
職
場
で
働
い
て
い

る
職
員
の
介
護
の
質
の
向
上

と
、
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る

方
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
講
習

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
介
護
福
祉
士
や
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
等
の
有
資
格
者
、
福
祉

の
現
場
か
ら
一
度
離
れ
た
方
の

再
就
職
支
援
も
応
援
し
て
い
ま

す
。

日
時　

平
成
29
年
１
月
22
日
㈰

　
　
　

10
時
～
16
時

場
所　

南
相
馬
福
祉
会　

福
寿

園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

対
象
者

・
介
護
関
係
の
事
業
所
で
働
い

て
い
る
方

・
自
宅
介
護
し
て
い
る
方

・
介
護
福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
有
資
格
者
で
介
護
の
仕

事
に
つ
い
て
い
な
い
方

・
介
護
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方

申
し
込
み　

①
名
前
②
住
所
③

年
齢
④
連
絡
番
号
⑤
資
格
（
有

無
）
を
記
入
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
と

上
履
き
を
持
参
。

申
込
期
限　

１
月
10
日
㈫

◎
問
い
合
わ
せ

介
護
福
祉
士
会

（
☎
０
９
０
―
２
３
６
０
―
２
０
５
４
）

（
℻
㉖
３
３
５
６
）
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　　　　平成 29 年

　新地町成人式
　町では、次のとおり成人式を開催します。
内　容　第一部　式典
　　　　第二部　記念公演会
　　　　　　　　出演　太鼓芸能集団「鼓童」
対象者　平成８年４月２日から平成９年４月１日に生まれた方で、町内在住または尚英中学校を
　　　　卒業した方
※対象の方には、１１月上旬に往復ハガキで案内状を発送していますが、まだ出欠の報告をなさ
れていない方は、至急ご返信願います。また、転入された方や案内状が届かない方は、教育総務
課までご連絡ください。
※介添えなどが必要な方は、事前にご連絡ください。
※ご家族の方の席も用意しています。

◎問い合わせ　教育総務課（☎�４４７７）（℻�２３６９）

平成 29 年１月８日㈰
13 時 30 分～（受付：13 時～）

町農村環境改善センター

　

町
立
中
学
校

　

臨
時
調
理
員
募
集

　

町
で
は
、
町
立
中
学
校
の
臨

時
調
理
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員　

１
名

応
募
資
格　

調
理
師
の
資
格
を

有
す
る
方
。（
資
格
取
得
見
込

み
の
方
を
含
む
）

雇
用
期
間

１
月
４
日
㈬
～
３
月
23
日
㈭

※
た
だ
し
、
こ
の
期
間
を
更
新

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
時
間　

８
時
～
16
時
45
分

賃
金　

６
，
６
０
０
円
／
日

勤
務
場
所　

町
内
中
学
校

選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面
接

募
集
期
間

12
月
６
日
㈫
～
12
月
19
日
㈪

申
込
手
続　

履
歴
書
を
町
教
育

委
員
会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ

町
教
育
委
員
会

（
☎
�
４
４
７
７
）

　
被
災
者
支
援
総
合
交
付
金
の

　

事
業
計
画
募
集

　

国
の
「
被
災
者
支
援
総
合
交

付
金
」
を
財
源
と
す
る
補
助
を

受
け
て
、
平
成
29
年
度
に
、
町

で
民
間
団
体
等
が
実
施
す
る
事

業
を
公
募
し
ま
す
。

※
事
業
実
施
は
、
国
の
予
算
が

成
立
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
り

ま
す
。

事
業
の
目
的

　

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

や
、
心
の
ケ
ア
、
生
き
が
い
づ

く
り
、
生
活
・
住
宅
環
境
に
関

す
る
支
援
な
ど
、
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
被
災
者
の
課
題
の
解

決
を
図
り
ま
す
。

事
業
の
種
類　

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援

・
心
の
復
興

・
被
災
者
生
活
支
援

事
業
実
施
期
間

平
成
29
年
４
月
〜
平
成
30
年
３
月

事
業
に
関
す
る
説
明
会

12
月
19
日
㈪
13
時
30
分　

役
場

１
０
１
会
議
室

募
集
期
限

　

平
成
29
年
１
月
10
日
㈫

◎
問
い
合
わ
せ

復
興
推
進
課
（
☎
�
２
１
３
４
）
　

建
物
を
取
り
壊
し
た
時
は

　

滅
失
届
け
を
忘
れ
ず
に

　

建
物
（
家
屋
・
倉
庫
等
）
の

一
部
、
ま
た
は
全
部
を
取
り
壊

し
た
場
合
、
ま
た
は
年
内
に
取

り
壊
す
予
定
が
あ
る
方
は
、「
家

屋
滅
失
届
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

取
り
壊
し
た
建
物
（
家
屋
・

倉
庫
等
）
に
つ
い
て
は
、
翌
年

度
か
ら
は
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
な
く
な
り
ま
す
が
、
届
け

出
が
な
い
と
課
税
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
建

物
（
家
屋
・
倉
庫
等
）
を
取
り

壊
し
、
年
内
に
法
務
局
で
建
物

滅
失
登
記
が
完
了
す
る
場
合

は
、
届
け
出
は
不
要
で
す
。
滅

失
登
記
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
（
こ
ち
ら
は
法
務
局
で

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
）。

◎
問
い
合
わ
せ

税
務
課
（
☎
�
２
１
１
９
）
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ご冥福をお祈りします
（平成28年 10月 21日～平成28年 11月 20日届出）

　　（名前）　　　（年齢）　　（地区）
星　　マス子　　83 歳　　藤　崎
大和田　要三　　82 歳　　中　里
渡部　今朝雄　　98 歳　　杉　目
目黒　　ツ子　　90 歳　　作　田
木村　　孝行　　88 歳　　渋　民
渡部　アツ子　　71 歳　　菅　谷
伊藤　テルヨ　　89 歳　　　岡　
加藤　　義昭　　67 歳　　杉　目
川又　　　堯　　86 歳　　雁小屋

掲載を希望しない方は、　　　　　　　　

　　　　　届出のときにお申し出ください。

人口　/　8,060 人       （ ＋ ２）

　男　/　3,996 人       （ ± ０）

　女　/　4,064 人       （ ＋ ２）

世帯数 /　2,789 世帯（ ＋１）

11 月１日現在（　）は前月比

人の動き
住民基本台帳

誕生おめでとう

（平成 28 年 10 月 21 日～平成 28 年 11 月 20 日届出）

　　   （子ども）　　　  （親）　　　　 （地　区）

日
ひ な こ

向子　西川　直樹・香織　深　町

　駿
しゅん

　　伏見浩太郎・彩加　城　内

大
だ い き

貴　伊藤　賢一・康代　原相善

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

固定資産税　　　　　　　第４期
国民健康保険税　　　　　第６期
介護保険料　　　　　　　第５期
後期高齢者医療保険料　　第５期

12 月 26 日㈪までに納付、または引落口
座残高の確認をお願いします。

◎問い合わせ　　　税務課（☎�２１１９）

　　　　　　　健康福祉課（☎�２９３１）

今月の

納付

　

油
流
出
事
故
を

　
　
　

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

冬
本
番
を
む
か
え
、
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
た
め
、
灯
油
等

を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。

　

万
が
一
、
灯
油
タ
ン
ク
か
ら

の
移
し
替
え
や
配
管
の
破
損
な

ど
に
よ
り
河
川
等
へ
油
が
流
出

し
た
場
合
は
、
火
災
の
危
険
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
下
流
の
水

道
や
農
業
用
水
、
漁
業
な
ど
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で

な
く
、
周
辺
住
民
の
方
々
に
も

油
の
臭
気
な
ど
で
多
大
な
迷
惑

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
油
流
出
事
故
を

防
ぐ
よ
う
に
心
が
け
、
特
に

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
を
お
持
ち
の
方

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

灯
油
を
使
う
季
節
の
前
に
確
認

・
地
震
の
際
の
転
倒
防
止
の
た

め
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
を
固
定
し

ま
し
ょ
う
。

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
暖
房
器
具
、

配
管
に
亀
裂
や
老
朽
化
が
な
い

か
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
も

し
、
異
常
を
見
つ
け
た
ら
、
早

め
に
交
換
や
修
理
を
依
頼
し
て

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

灯
油
を
使
う
場
合

・
給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
使
用
後
は
バ
ル
ブ
や
コ
ッ
ク

な
ど
を
完
全
に
閉
め
ま
し
ょ

う
。

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
残
量
を
定

期
的
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
、
も

し
、
タ
ン
ク
内
の
油
の
減
り
方

が
著
し
い
時
は
油
漏
れ
が
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
屋
根
か
ら
の
落
雪
、
除
雪
時

の
配
管
破
損
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
不
要
に
な
っ
た
油
は
、
適
正

に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

油
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場
合

ま
た
は
発
見
し
た
場
合

・
す
ぐ
に
布
や
新
聞
紙
等
で
回

収
し
ま
し
ょ
う
。
油
の
汚
染
を

広
げ
て
し
ま
う
の
で
、
水
で
流

す
こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
万
が
一
、
河
川
等
に
流
出
さ

せ
て
し
ま
っ
た
場
合
や
河
川
等

に
油
が
流
れ
て
い
る
の
を
発
見

し
た
場
合
は
、速
や
か
に
役
場
、

消
防
署
、
県
の
地
方
振
興
局
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

※
油
以
外
に
も
川
で
魚
が
死
ん

で
い
る
、
色
の
つ
い
た
水
が
流

れ
て
い
る
な
ど
の
異
常
を
見
つ

け
た
場
合
に
も
、
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

相
双
地
方
振
興
局　

県
民
環
境
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　町では、ＪＲ常磐線（相馬ー浜吉田間）の運転再開に伴い、記念式典を開催します。当

日はセレモニーやアトラクションのほか参加者全員で新地町を通過する電車のをお祝いし

ます。

　たくさんの方のご参加をお待ちしています。

12/10土

９時 20 分～
新地駅前広場

アトラクション　　　　　　　　　　　　　　　　　【尚英中学校 吹奏楽部・よさこい、高田神楽】
駅カフェ（ワッフルやコーヒー、ココアの提供）10 日・11 日
新地キャンドルナイト・イルミネーション 10 日・11 日 16 時 30 分～【（新地高校・ＮＰＯ法人みらいと）】
豚汁の無料配布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【商工会青年部】
※ワッフル、コーヒー、豚汁等は数に限りがあります。
※内容は、天候等により変更になる場合があります。ご了承ください。

◎問い合わせ　企画振興課（☎�２１１２）

――――――――――イベント内容――――――――――

運転再開　　
　　記念式典

※当日の駐車場は新地町役場をご利用ください。役場駐車場から

　概ね 30 分おきに（８時 30 分～）シャトルバスを運行します。

再び、新地の大地へ。再び、新地の大地へ。再び、新地の大地へ。再び、新地の大地へ。再び、新地の大地へ。再び、新地の大地へ。再び、新地の大地へ。再び、新地の大地へ。再び、新地の大地へ。再び、新地の大地へ。再び、新地の大地へ。再び、新地の大地へ。

駅や沿道で　　　を振って　　
　　　　　列車を迎えよう！！

　５年９か月ぶりに運転再開し新地町を通る列
車に旗を振って、みんなでＪＲの新地区間の再
開をお祝いしましょう！町で再開通記念旗を用
意しますが、手作りの旗や横断幕も大歓迎です。
参加いただいた方には記念品のプレゼントもご
用意しています。
配布場所　新地駅
　　　　　駒ケ嶺駅
配布時間　８時～ 10 時
※旗、記念品には数に限りがあります。なくなり次第終
了します。あらかじめご了承ください。

旗

12.10
運転再開

ＪＲ常磐線 相馬－浜吉田間
祝


